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私
が
勤
務
す
る
奈
良
県
警
察
本
部
は
、
奈
良

県
の
北
部
に
位
置
す
る
奈
良
市
登
大
路
町
に
所

在
し
、
東
に
は
大
文
字
の
山
焼
き
が
行
わ
れ
る

若
草
山
、
そ
の
す
そ
野
に
は
奈
良
公
園
が
広
が

り
、
東
大
寺
大
仏
殿
、
興
福
寺
五
重
塔
等
が
近

く
に
見
え
ま
す
。
日
本
の
歴
史
と
文
化
の
ふ
る

さ
と
、
奈
良
大
和
路
に
は
、
古
杜
寺
を
中
心
に

数
多
く
の
国
宝
二
重
要
文
化
財
が
あ
り
、
本
年

4
月
24
日
か
ら
11
月
7
日
ま
で
の

1
9
8
日
間

は
、
奈
良
市
平
城
宮
跡
に
お
い
て
平
城
遷
都

1
3
0
0
年
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
、
こ
れ
を
守
り
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
大
切
に
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

こ
の
文
化
財
が
犯
罪
者
か
ら
狙
わ
れ
、
盗
難
、

火
災
な
ど
の
被
害
に
遭
い
ま
す
。
昨
年
、
奈
良

県
下
で
は
国
宝
の
石
上
神
宮
の
摂
社
拝
殿
に
対

す
る
放
火
事
件
、
無
住
社
寺
等
を
対
象
と
し
た

仏
像
の
盗
難
事
件
が
多
発
す
る
な
ど
文
化
財
に

対
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

警
察
は
、
警
察
法
に
よ
り
「
個
人
の
生
命
、
冨

身
体
及
び
財
産
の
保
護
に
任
じ
犯
罪
の
予
防

…
•
•
•
も
っ
て
そ
の
責
務
と
す
る
」
と
さ
れ
、
県

内
に
多
数
の
文
化
財
を
有
す
る
、
奈
良
県
警
察 大極殿

で
は
、
文
化
財
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
、

昭
和

49
年

8
月
に
文
化
財
保
安
官
が
設
置
さ

れ
、
文
化
財
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
取
組
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
文
化
財
を
犯
罪
か
ら
守
る
取
組

等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
文
化
財
が
関
係
す
る
事
件
、
事
故
が

発
生
す
れ
ば
、
私
の
と
こ
ろ
に
報
告
が
入
り
ま

す
C

地
元
警
察
で
は
、
現
場
に
お
い
て
、
発
生

状
況
、
原
因
等
に
つ
い
て
捜
査
を
行
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
報
道
発
表
を
行
い
ま
す
が
、

文
化
財
が
関
係
し
ま
す
の
で
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
貴
重
な
文
化
財

ほ
ど
国
民
の
関
心
は
高
く
な
り
ま
す
。
文
化
財

に
関
し
て
は
、
国
民
の
関
心
が
非
常
に
高
く
、

亘

文化財｛ 安 の 組
奈良県警察本部生活安全企画課文化財保安官

中上広平

こ
れ
を
守
る
こ
と
、
保
存
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
管
内
の
文
化
財
の
実
態
を
把
握
し
、

文
化
財
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
各
種

対
策
を
請
じ
る
こ
と
で
す
。

平
成
21
年

6
月、

7
月
中
に
、
県
下
の
文
化

財
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
県
警
察
‘
‘
行
政

機
関
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
無
住
社
寺

等
に
対
し
、
防
犯
設
備
の
点
検
や
有
形
文
化
財

等
の
保
有
状
況
の
調
査
を
行
い
資
料
化
に
努
め

ま
し
た
。

特
に
、
警
察
官
が
文
化
財
の
管
理
者
と
個
々

に
面
接
し
、
文
化
財
の
保
有
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
、
防
犯
上
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
指
導
を
行
い
、
今
後
の
防
犯
対
策
を
講

じ
ま
し
た
。
調
査
期
間
中
に
仏
像
の
盗
難
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
警
察
官
が
盗
難
に
あ
っ

た
仏
像
を
資
料
化
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
盗

難
品
を
全
国
手
配
し
た
こ
と
が
被
疑
者
検
挙
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。
文
化
財
の
実
態
を
把
渥
し

て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

こ
の
実
態
把
握
の
中
で
、
特
に
管
理
者
に
防

犯
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
指
導

し
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
、
管
理
者
自
ら
が

「
文
化
財
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
意
識
を
強
く

持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
出

発
点
と
な
る
の
で
す
。

次
に
、
各
種
の
防
犯
対
策
を
講
じ
、
外
部
か

ら
不
審
者
の
侵
入
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。例え
ば
、

0
文
化
財
収
納
建
造
物
等
の
定
期
的
な
巡
回
と

鍵
、
窓
等
の
異
常
有
無
の
点
検

0
防
犯
機
器
（
セ
ン
サ
ー
、
照
明
灯
等
）
の
設
置

0
平
素
か
ら
文
化
財
の
近
隣
の
住
民
に
対
す

る
、
不
審
者
（
車
）
お
よ
び
異
常
を
発
見
し

た
場
合
の
通
報
と
チ
ェ
ッ
ク
等
の
依
頼

な
ど
で
す
。

ま
た
、
文
化
財
を
保
有
す
る
団
体
相
互
の
情

報
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
文
化
財
に
対
す
る

窃
盗
等
の
不
審
者
情
報
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。

特
に
窃
盗
事
件
の
場
合
、
連
続
し
て
文
化
財

が
狙
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
次
は
自
分
の

と
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
危
機
感
を
持
っ
て
ほ

し
い
の
で
す
。

最
後
に
、
警
察
は
犯
罪
を
発
生
さ
せ
な
い
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
「
地
域
の
安
全

は
、
地
域
で
守
る
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
地
域

の
方
々
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
を
保
有
す
る
地
域
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
元
の
方
々
に
文
化
財
の
存
在
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
付
近
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
の
見
回
り
活
動
、
不
審
者
を
発
見
し
た
場
合

の
通
報
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
、
良
好
な
関
係

を
保
持
し
て
、
文
化
財
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

た
め
の
協
力
を
得
て
ほ
し
い
の
で
す
。

文
化
財
保
安
官
を
命
ぜ
ら
れ
、
文
化
財
を
多

く
知
ろ
う
と
、
時
間
が
あ
れ
ば
県
内
を
見
て
歩

く
中
で
、
多
く
の
仏
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

1
0
0
0
年
以
上
も
前
に
造
ら
れ
た
仏

像
が
、
現
存
す
る
こ
と
を
考
え
、
時
の
流
れ
の

中
に
身
を
置
く
自
身
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
文
化
財
を
残
す
た

め
の
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
~u
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本
誌

8
月
局
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
．
教

育
、
科
学
技
術
、
文
化
に
お
け
る
各
分
野
広
範
に
わ
た

る
4
つ
の
特
集
記
事
を
各
局
が
総
力
を
あ
け
て
特
集
し

て
い
ま
す
c

他
の
連
載
記
裏
等
と
も
あ
わ
せ
、
充
実
し

た
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
集

1
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
が
事

業
を
開
始
し
た
、
地
域
全
体
で
学
校
教
育
支
援
の
体
制

を
つ
く
る
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
つ
い
て
f

3
年
目
を
迎
え
た
成
果
と
今
後
の
事
業
展
開
、
そ
し
て

各
地
域
の
取
組
事
例
や
現
場
の
声
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳

し
く
紹
介
し
ま
す
。
今
回
、
現
地
取
材
を
行
う
中
で
感

じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
事
業
の
実
施
か
ら

3
年
足
ら
ず
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
事
業
は
す
で
に
多
く
の
学
校
・
地

域
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
各
々
の
地
域
の
実
状

に
応
じ
た
進
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
c

教
育
課
程
や
授
業
の
中
に
保
談
者
や
地
域
の
大
人

が
入
り
、
支
援
を
行
う
と
い
う
以
前
ま
で
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
本
事
業
の
ス
タ
イ
ル
は
、
着
実
に
成
呆
を
あ

げ
て
お
り
、
各
学
校
・
地
域
の
相
互
協
力
と
理
解
増
進

に
資
す
る
こ
と
を
現
場
の
多
く
の
方
が
感
じ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、

こ
の
事
業
で
実
施
す
る
授
業
に
た
い
へ
ん
喜
び
を
感
じ

て
い
る
様
子
が
何
よ
り
も
物
語
っ
て
い
ま
す
。

特
集
2
で
は
、
約
14
年
ぶ
り
に
運
転
を
再
開
し
た
高

編

集

後

記

令

T
3
2
0
1
0年
9
月
号
（
次
号
）
予
告

B
 

学
校
生
活
の
充
実
を
目
指
す

日電子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
の
進
展
と
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

日将来
社
会
を
支
え
る
科
学
技
術
の
予
測
調
査

生
徒
指
導
提
要

文
部
科
学
省
の
最
新
の
動
き
を
ダ
イ
シ
ェ
ス
ト
て
お
伝
え
す
る
「
文
部
科
学
省
F
L
A
S
H
」
、
特
集
記
事
を
異
な
っ

た
視
点
で
巻
頭
で
お
伝
え
す
る
「
A
c
tivity
r
e
p
o
rt
0
f
 

M
E
X
T
J
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
豊
富
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
全
部
局
に
よ
る
連
載
記
事
掲
載
中
！
・

「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
ヘ
よ
う
こ
そ
」
「
文
化
財
を
守
る
」
「
き
ら
り
と
光
る
学
校
施
設
を
目
指
し
て
l

「S
tep

tog
e

th
e
r

特
別
支
援
教
育
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
」
「
進
化
す
る
高
専
」
「
チ
ー
ム
『
ニ
ッ
ポ
ン
』
を
支
え
る
」
「
学

術
研
究
の
最
前
線
」
等
、
文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
教
育
、
科
学
技
術
＇
学
術
｀
．
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
＇
芸
術
各
分
野
の

最
新
の
取
祖
が
ま
す
ま
す
充
実
。
お
楽
し
み
に
1

・

速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
に
つ
い
て
、
平
成

7
年
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
淵
え
い
事
故
か
ら
今
回
の
原
子
炉
臨
界
到
達

ま
で
の
苦
難
と
努
力
の
道
の
り
に
つ
い
て
、
現
場
関
係

者
の
声
と
、
今
後
期
待
さ
れ
る
役
割
を
詳
し
く
お
伝
え

し
ま
す
。

本
号
の
巻
頭
―
,
P
e
r
s
o
n
a
l

i
t
y
」
で
は
~
本
年2
月
に

カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
削
的
な
復
活
を
遂
げ
見
事
日
本
人
男
子
フ
ィ
ギ

ュ
ア
初
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
高
橋
大
輔
さ
ん
に
、
改

め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
お
話
を

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
、
捉
も
が
、

け
が
て
苦
し
む
高
橋
さ
ん
の
復
活
を
願
っ
て
や
ま
な
か

っ
た
中
、
そ
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
努
力
の
意
味
と
は
何
か
、
っ
i
つ
の
こ

と
を
諦
め
ず
に
続
け
る
意
羨
と
は
何
か
、
お
話
し
の
中

で
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
物
と

し
て
も
裏
表
の
な
い
素
晴
ら
し
い
方
で
し
た
。
ぜ
ひ
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

本
誌
は
、
文
部
科
学
省
内
外
の
多
く
の
御
閲
係
者
の

皆
様
の
御
協
力
の
下
に
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
次
佐

以
降
も
、
引
き
続
き
本
誌
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

写
〈
部
科
学
省
大
臣
官
房
政
策
課
]

の
変
化

ナます。

の叫：店
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